




1



経営戦略／組織・人事戦略／財務戦略・業績管理／プロセス・品質改善／行政・業界情報／Ｍ＆Ａ・事業承継・事業

再生教育研修／リスク・マネジメント／資産保全・運用／電子カルテ・医療関連サービスの選定／マーケティング・

プロモーション／病院情報システム・グループウェア など

税務顧問／会計顧問／税務申告業務（所得税・法人税・消費税・相続税）／相続対策・事業承継対策／医業会計／

社会福祉法人会計／公益法人会計／組織再編税務・連結納税／国際税務／事業再生／M&A／IPO（株式公開）／

信託 など

労務顧問、労務戦略の立案推進、社会保険・労働保険に関する諸手続・相談、年金相談 など

遺言書の作成および遺言執行。相続手続支援業務など
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関与病院 1,124件
2007年～2018年9月末時点の合計支援実績

日本経営グループは大阪から事業をス

タートし、東京支社、福岡オフィス、札幌

オフィス、松山事務所を順次開設すること

で、全国どこでもご支援が可能な体制を整

えております。
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関与施設 474件
2007年～2018年9月末時点の合計支援実績

日本経営グループは大阪から事業をス

タートし、東京支社、福岡オフィス、札幌

オフィス、松山事務所を順次開設すること

で、全国どこでもご支援が可能な体制を整

えております。
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人事評価で正しい判断を下すために、次のプロセスに従って評価を進めます。

１ ２ ３

行動の選択 評価項目の選択 評価段階の選択

想像や推測ではなく、行動事実に基づいて評価を行わなければならない。

過去の実績などにとらわれることなく、評価対象期間内の職務行動に基づいて評価を行わなければ

ならない。

第三者の言動によって評価に影響を受けることなく、自分自身の責任で評価を行わなければならない。

職員の性格、信条、好き嫌い、偏見、私生活上の行動や家族の事情など職務遂行に直接関係の

ない事柄は、評価対象としてはならない。

在所履歴、在級歴、勤続年数、年齢、職位、学歴、性別等の個人的な属性を基に評価を行って

はならない。
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• 人事評価の対象は、職務行動に限定する

• 部下の行動の事実をありのまま捉え、拡大解釈や憶測で評価しない

• 職務行動に直接関わりのない行動は対象としない

• ただし、それらの行動が、組織や職員の職務に支障をきたす事実があれば評価の対象とする

• 評価対象期間の行動を評価し、それ以外の期間は評価の対象としない

• このルールから外れると、一度の大きな失敗がいつまでもついてまわり、「レッテル貼り」というエラーを起こす

おそれがある

１















人事評価のルール
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人事評価のルール

• 行動を評価項目に結びつけるとき、複数の項目と結び付けない

• １つの行動が優れていたら他の行動も優れている、逆に１つが低評価なら全てダメなどの評価エラーを

生むおそれがある

１つの行動は、１つの評価項目で見る

2

それぞれの評価項目の評価段階から、どれが最もあてはまるか判断します。

• 「時にはAレベルの行動を取るが、通常はBレベルの行動が多い」など、人間の行動レベルはばらつきがある

• 行動評価は、ありのままの行動レベルを段階的に高めていくのが狙い

• たまに取る行動ではなく、安定的に取っている行動（常態）のレベルを判断基準に据える

その評価段階で期待されている行動レベルがクリアできているか？」を基準にする

B評価のレベルを十分に満たしている

A評価のレベルについて検討する

B評価と判断する

A評価のレベルを十分に満たしている

A評価以上と判断する

A評価のレベルを十分満たしているとは言えない

３
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人事評価制度の運用に際し、このページに記載されているフローをご参照ください。

１

２

人事評価制度の基本的な運用ルールを明記したガイドラインの策定と、実際に評価を行うクラウドシステム「人事評価

Navigator」の設定を行います。

人事担当者が使用するツール

 人事評価Navigator

 人事評価制度ガイドライン

人事評価制度の導入／自己評価の実施／1次評価の実施／2次評価の実施－の各段階で、対象者に周知を行い

ます。同時に、それぞれの立場に向けたツールやテキストを共有します。

全職員に公開する

 人事評価制度ガイドライン

 人事評価Navigatorの

ログイン情報・操作方法

評価者に公開する

 評価者向けスタートBOOK

 評価者のための人事評価

のあれこれQ&A

 ID／パスワード

 操作マニュアル・動画
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４

５

６

３

人事評価の入力期間が始まったら、各ステップがスケジュール通りに完了するよう、進捗確認や直接呼びかけを行いましょ

う。職員からの質問も増える時期です。回答NGな質問への対応方法を事前にチェックしておきましょう。

人事担当者が使用するツール

 人事評価Navigator

経営層が評価結果の確認や調整を行う「人事評価委員会」を招集します。会議の結果次第では、人事評価Navigator

で調整作業を行います。また、人事評価制度の運用改善などもこの場で話し合い、次回につなげましょう。

人事担当者が使用するツール

 人事評価Navigator

今期の評価結果が確定したら、フィードバック面談の時期や面談の組み合わせを周知します。評価者が踏まえておきたい

面談のコツをまとめたテキストを読むよう、評価者へ促しましょう。

評価者に公開する

 評価者向けスタートBOOK

今回の人事評価に関する業務をすべて終えたら、次回の人事評価スケジュールを立案しておきましょう。そうすることで、

次回はとてもスムーズに進められます。今回の改善点を次回に活かす動きも、この時期に始めるとよいでしょう。
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本キットには、3タイプの人事評価表があります。目的に合わせてお選びください。

経営意識向上タイプ

特徴
職員意識調査『ES Navigator』のデータ研究から導き出した、「利益率の高い事業所に顕著なポイント」を

評価要素化しました。

目的 「収益向上へ寄与する意識と行動」を職員に定着させる

組織の一体感

労務環境

１

 病院（施設）の方針が明確である

 職員が価値観を共有している

 職員の希望に近い勤務体系を確立している

 必要な休暇を取得できる

 法人として職員を大切にしている

 職員にとって、患者（利用者）に全力を尽くせる環境である

顧客思考

※1 216病院・施設、3万4,686人のデータを用いて解析

上記に関連する評価要素を盛り込むことで、利益率の高い事業所に見られる組織的特徴に職員の行動を近づけていくという

考え方です。この評価表は、利益率の高い事業所の特徴を内包することで、特徴を高められるように設計しています。

 これら4項目以外は、人事評価制度に関する当社の知見をもとに選定し、合計10項目になるように設計しています。

なんとしても収益を高めたい！

※2 医業では医業利益率、介護事業では収支差率

※2※1

＝ 職員の想いをひとつにする仕掛けがある

＝ 安心して勤務できる環境がある

＝ 患者・利用者中心の思考が根付いている

項目名 定義

経営理念の理解 法人の理念・ビジョンを理解し、その実現に向けて協力しているか。

ルールの遵守
自己都合による欠勤や、シフトで定められた日程・時間に勤務し、自己に課せられた

ルールを守る努力をしているか。

思いやりの心
真摯で誠実な対応をしているか。周囲のニーズに気づくことができ、相手に思いやりの

心をもって行動や判断ができているか。

顧客思考
患者（利用者）の社会的背景などを考慮に入れて、相手目線のサービスを提供して

いるか。

留意事項

• これらの評価表は、役職者と一般職の担当業務や役割の違いを包括して評価することが可能です。

• 職位にかかわらずご使用いただけます。

• 役職者専用の評価表もご用意しています。そちらをご使用の際は、 を一般職員用として併用してください。１ 2 3
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職員の定着率を上げたい！

職員意識調査『ES Navigator』のデータ研究で明らかになった、早期離職（1年以内）や退職（ベテラン・定年

を含む）に影響を与える因子を踏まえて作成しました。

目的 職員の離退職に歯止めをかける

コミュニケーション状況

２

 業務上必要な情報が共有されている

 他職種との連携ができている

 コミュニケーションを図る機会がある

 職員同士が協力して仕事をしている

 職員同士が声をかけ合いながら仕事をしている

 他部署の職員とコミュニケーションが図れている

職員の思う上司との関係性

 直属の上司は、私に仕事を任せてくれている

 直属の上司は、私に関心を持ってくれている

 直属の上司は、信頼できる人だ

職員の思う仕事の意味・価値・やりがい

 当院（施設）は、社会で重要な役割を果たしている

離退職防止に欠かせないのは、『職員間の良好なコミュニケーション』と『こまめな情報共有』です。この評価表は、コミュニケーションに

関する評価項目を多く包含することで、これらの特徴を満たすように設計しています。

評価表

 これら5項目以外は、人事評価制度に関する当社の知見を基に選定し、合計10項目になるように設計しています。

離退職防止タイプ

項目名 定義

報・連・相の徹底 上司並びに関係者への報告・連絡・相談を十分に行っているか。

チーム内での発信
チームのメンバーに対し、情報を発信し、チームが一丸となり、チームが最大の価値を提
供できるよう取り組んでいるか。

チームワーク チームの一員として、他のメンバーと協力して仕事を進めているか。

傾聴力
患者(利用者)、家族、現場の職員に対し耳を傾け、関係者から相談される良好な人
間関係を築いているか。

チームへの貢献 お互いに感謝し合いながら働ける環境づくりへの配慮と貢献ができているか。

コミュニケーション状況

 他職種との連携ができている

 職員同士が協力して仕事をしている

 職員同士が声をかけ合いながら仕事をしている

特徴
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評価表

職員の成長につなげたい！

特徴
長年の人事コンサルティング経験から導き出した「現場の専門職がキャリアを重ね、成長していく上で大切な項目」

を基調とした評価表です。日本の伝統的な人事評価項目基準（規律性・協調性・積極性・責任性・仕事の

量・仕事の質）に則った上で、さらに医療介護業界に適合させたスタンダードタイプと言えます。

目的 自己成長し続けられる職員を育成する

規律性

３

 諸規則・諸規程を守り、職場秩序の維持向上に自ら取り組む態度。組織の基本ルール（挨拶・返事
等）、就業規則に定められている服務規律の遵守、職場での決め事（報・連・相等）を守れるか。

キャリアUPタイプ

 自己の役割を理解し、関係者と協力しながら良好な人間関係のもとで職務遂行を行う態度。自らの
仕事をやりきった上で（責任性）、他者の職務に対する支援なども行っているか。

協調性

 担当業務に関する改善提案や自己啓発を行い、職務充実・職務拡大を目指す態度（自らの職務
に工夫・改善を行っているか）。

積極性

 組織人・社会人としての職責を認識し、熱意を持って職務を果たそうとする態度。困難や障害がある
時も、自分に与えられた仕事を最後まで成し遂げようとしているか。

責任性

項目名 定義

気づきと挨拶
気づきを得られるほどの関心を周囲に持ちながら、明るく大きな声で挨拶し、周囲に
対して前向きな雰囲気をつくっているか。

報・連・相の徹底 上司並びに関係者への報告・連絡・相談を十分に行っているか。

約束と計画 立てた計画通りに物事を運び、他者との約束を失念することなく履行しているか。

素直さ 他者からのアドバイスや注意を素直に受け入れ、自分の成長につなげているか。

チームワーク チームの一員として、他のメンバーと協力して仕事を進めているか。

感情のコントロール 業務の繁忙等にかかわらず、自分自身の感情をコントロールして仕事をしているか。

段取り 業務を進めるにあたって、優先順位をつけ段取りよく進めているか。

変化への対応 環境の変化に対応し、自分自身の行動を高めているか。

責任感 担当業務を最後までやり遂げているか。

専門知識・技術の発揮 自ら専門知識・技術の習得に取り組み、業務に活かしているか。
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人事評価表<役職者専用＞

特徴
医療福祉機関の役職者として必要とされる行動を評価項目化しています。「今の課題はなんといっても役職者の

スキルアップだ」という場合は、一般職用と役職者用で評価表を分けるのがおすすめです。

目的 役職者の基礎的行動を身につけられる

評価表

経営意識向上タイプ 離退職防止タイプ キャリアUPタイプのみの使用でも、役職者の育成は可能です。

経営価値浸透責任

該当する評価項目

１

※ この評価表を使用する場合は、 を一般職用としてください。１ 2 3

＝ 法人の考えをメンバーに伝えているか？

チーム方針･ビジョン設定 ／ 他部門との連携・調整

報告・連絡・相談責任

該当する評価項目

２ ＝ 上司、部下に対してスムーズな情報共有や連携ができているか？

報・連・相の徹底

業績（目標）達成責任

該当する評価項目

４ ＝ 設定した目標（業績）は、必ず達成しているか？

率先垂範行動 ／ 責任感 ／ ストレス耐性

部下育成責任

該当する評価項目

５ ＝ 部下を育てることが仕事だと認識しているか？

部下指導・育成

業務改善責任

該当する評価項目

３ ＝ 常に新しい業務にチャレンジし、部下に仕事を任せているか？

業務改善 ／ 変化への対応

能力開発責任

該当する評価項目

６ ＝ 常に最新の知識・技術を学習し、自己価値の最大化を目指しているか？

知識・技術の発揮

１ 2 3

4
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人事評価表には、経営理念・人材育成方針・職場の行動指針などを意図を持って記載することが重要です。人事評価の際

に、定期的にこれらを振り返ることで、組織力の強化が促進されていきます。

例えば「利用者中心」を理念に掲げる事業所では、利用者対応に関する項目を多くするのが望ましいでしょう。理念や方針に「笑

顔」「和」などのキーワードがあれば、接遇や言葉遣いなどに関する項目が多くなるかもしれません。

人事評価の意義は、組織の価値観を浸透させるシグナル機能であることからも、

人事評価表には職場で大切にしている価値観やキーワードが反映されていることが肝要です。

貴法人オリジナル版評価表

特徴
貴法人内で評価表を自由に作成していただくものです。その時その時の経営課題、組織の方向性に合わせて評

価項目を設定することで、職員にわかりやすく法人のメッセージを伝えられます。

目的 「今この時」の経営課題に合わせた組織方針の徹底

評価表の種類数を決めます。本キットの評価表は「1種類（全職員共通）」ですが、役職や階層に応じ
て複数の評価表を用意したり、職種で評価表を分けたりすることもあります。

 評価項目の次に、評価基準を決めます。通常はS・A・B・C・Dの5段階ですが、増減は自由です。

それぞれの対象者に求められる期待行動を基に、評価項目の定義を決めます。

 当社担当者にご相談ください。ご契約プランにより、担当コンサルタントが評価表作成のご支援を行いま
す。

番外編

評価表

１

２

※ 本キットには含まれておりません
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1～15 名

16～30 名

31～50 名

51～200 名

201～350 名

351～500 名

501～650 名

651～800 名

801～1,000 名

49,500 円

54,700 円

61,200 円

69,000 円

10,500 円

15,700 円

17,000 円

30,000 円

40,400 円



導 入 申 込 書 FAX
申込 03-5781-0599

※太枠内をご記入ください。

お問い合わせ先 株式会社日本経営 東京支社

03-5781-0600（代表）

03-5781-0599 （FAX）

info.ss-hyoka@nkgr.co.jp

※「SS評価について」とお伝えください。

見積を希望する（○）

役職者研修

評価者研修

面談研修

その他（　　　　　　　　　　　　）

オプション

職員向け説明会
オリジナル人事評価制度構築

※ お申込後、当社よりご契約書を郵送いたしますので、ご署名・ご捺印の上ご返送ください。当社押印後、1部を郵送いたします。

※ 別途、人事評価Navigator（クラウドシステム）の仮アカウントのお知らせ、SS評価キット一式も郵送いたします。

（１事業所あたり1枚ご記入ください）

使用するもの（○）評価表

①経営意識向上タイプ
②離職防止タイプ
③キャリアアップタイプ

【選択】役職者用評価表を使用する

お申込日

法人名

お申込代表者

法人ご住所

法人電話番号

年 月 日

印

施設名

（ ） FAX番号： （ ）

人事担当者ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

人事担当者氏名

申込
（○）

人事コンサルタントによる年3回の訪問、人事評価制度の運
用に関する助言など

10,500円／月

15,700円／月

17,000円／月

30,000円／月

40,400円／月

49,500円／月

54,700円／月

61,200円／月

69,000円／月

20,000円／月

50,000円／月訪問サポート

メニュー 単価（税抜） 納品物

月額料金（1～15名利用）

月額料金（16～30名利用）

月額料金（31～50名利用）

月額料金（51～200名利用）

月額料金（201～350名利用）

月額料金（351～500名利用）

月額料金（501～650名利用）

月額料金（651～800名利用）

月額料金（801～1000名利用）

オンラインサポート

キット一式
・行動評価表
・オリエンテーション動画
・評価者向けスタートBOOK
・評価者のための人事評価のあれこれQ&A
・人事担当者向けスタートBOOK
・評価者・被評価者共通　指標一覧
・ガイドライン
・スケジュール周知用紙
・人事評価Navigatorアカウント　　　　など

電話／メール／オンラインシステムを利用した、人事評価
に関する質疑応答


